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    심령 (유령) 체험담
    심령 또는 유령이라고해도 좋다. 私も三十四、五歳まではこの幽霊が全く見えなかった。 나도 서른 넷, 다섯 살까지는이 유령이 전혀 보이지 않았다. 正確に何月に見たかを忘れてしまったので、どちらの歳かは、はっきりしないのだが。 정확히 몇 월에 본지를 잊어 버렸으므로, 두 살인지는 명확하지 않지만. とにかく、子供の頃より幽霊の話なんて誰でも見聞きするし知っているものである。 어쨌든, 어린 시절부터 귀신 이야기 따위 누구나보고들을하고 알고있는 것이다. それで、私も幽霊が見えないかなと思っていたが、何処でも全く見ることはなかった。 그래서 저도 유령이 보이지 않을까 생각했지만 어디에서도 전혀 볼 수 없었다. それで、幽霊なんて存在するのか、と思ったりした事もあった。 그래서 유령 따윈 존재하는지,라고 생각하거나 한 일도 있었다. でも、幽霊の体験談なんて結構あって、本当にあるのだろうとは思っていたのだが、それでも実際に見たことはなかったのである。 하지만 귀신 체험담 다니 상당히 있고, 정말있는 거라고 생각했지만, 그래도 실제로 본 적이 없었던 것이다. 


そして私も三十四、五歳になってしまった。 그리고 나도 서른 넷, 다섯 살이되었다. その頃、新聞配達をしていたので、朝は三時には起きてバイクで新聞販売店へ向かう毎日を送っていた。 그 무렵, 신문 배달을하고 있었으므로, 아침은 세시에 일어나 자전거로 신문 판매점에가는 나날을 보내고 있었다. 私生活では心霊写真の本など見ていたのである。 사생활에서는 심령 사진 책 등보고 있었던 것이다. 


ある朝、といっても三時で夜明け前の真っ暗な時間に、いつものようにバイクに乗り販売店に向かっていた。 어느 날 아침해도 세시에서 새벽 캄캄한 시간에 평소처럼 자전거를 타고 대리점에 향해 있었다. 住宅地の家が多い小さな道を国道に出るまで走っていると、ある曲がり角に来たときにいたのだ。 주택지의 집이 많은 작은 길을 국도로 나올 때까지 달리고 있으면, 어느 모퉁이에 왔을 때 있던 것이다. 季節は冬だった。 계절은 겨울이었다. それなのに半そでの白い薄い衣装で何か外国人の若い女性みたいな人が立っていたのだ。 그런데도 반소매 흰색 얇은 의상으로 뭔가 외국인의 젊은 여성 같은 사람이 서 있었던 것이다. 私は、ついに出たと思った。 나는 마침내 나왔다고 생각했다. 何か透けそうな感じで肉体といった感じではない。 뭔가 투명듯한 느낌으로 육체라는 느낌이 아니다. 少しその女性は、ゆらりと動いた。 조금 그 여성은ゆらりと움직였다. 神秘的な感じではあった。 신비한 느낌이 있었다. だが、仕事に行っているので停まるわけにいかず、そこを通り過ぎていった。 하지만 일을하고 있기 때문에 멈추는 것은에 가지 않고 그곳을지나 갔다. 


幽霊を見て発狂した人もいる。 귀신을보고 발광하는 사람도있다. 私も心霊写真を多数見ていなかったら、おかしくなったかもしれない。 나도 심령 사진을 많이 보지 않는 경우에, 이상이되었을지도 모른다. この世のものではない感じ、は確かに頭がおかしくなりそうなのだ。 세상의 것이 아닌 느낌은 확실히 머리가 미쳐 가고있는 것이다. 


それから数日後、同じように夜明け前にバイクで仕事に向かっていると、とある家から小さな子供が何人も出てきた。 그리고 며칠 후처럼 새벽에 오토바이로 일을 향해 있고, 어떤 집에서 어린 아이가 몇 명이나 나왔다. 私はお通夜かな、と思ったのだが、後で考えるとお通夜でも子供が夜中の三時過ぎに起きていて、家の外に出てくるだろうかと思うと、あれは心霊だったのでは、と思うのである。 나는 밤샘 일까,라고 생각했지만 나중에 생각하면 밤샘도 아이가 새벽 세 시경에 일어나 있고, 집 밖으로 나오는 것일까라고 생각하면 그건 심령이었던, 그리고 생각이다. 


 


 


それからしばらくして、今度は新聞配達の途中、まだ夜は明けていない頃にある家の近くに来たら、向こうから着物を来た老女がすすすすすと地面をすべるように歩いて来た。 그리고 잠시 후, 이번에는 신문 배달 도중 아직 밤은 새해 않은 무렵에 집 근처에 오면 저쪽에서 옷을 온 노인이 다 그을음 그을음과 땅을 부드럽게 걸어왔다. そして右に曲がってある家の中に入って行った。 그리고 우회전있는 집안에 들어갔다. 後からそこを通るときにその女性が入って行った場所を見ると、そこは全部壁で入り口は一つもなかったのだ。 나중에 거기를 통과 할 때 그 여자가 들어간 곳을 보면, 거기는 전부 벽에 입구는 하나도 없었던 것이다. 間違いなく幽霊だろう。 확실히 유령 것이다. 


この三つはいずれも夜明け前である。 이 세가지는 모두 새벽이다. 心霊というか幽霊は、もしかしたら明るいところには出てこないのではないかと思ったりする。 심령 이랄까 유령은 어쩌면 밝은 곳에는 나오지 않는 것이 아닌가 싶기도하다. 


さて、幽霊と湿気については関係があるとも言われる。 그런데, 귀신과 습기에 대해서는 관계가 있다고도 말한다. 例えばタクシーの運転手が女性を乗せて、後でいなくなったのに気づいた時に、座っていたシートは濡れていたとかいう話がある。 예를 들어 택시 운전사가 여성을 태우고 나중에 없어진 것을 눈치 챘다 때 앉아 있던 시트는 젖어 있었다 라든가 이야기가있다. 私が東京都町田市のマンションで部屋の中に観葉植物など湿気が高くなるもの、容器に水をいれて置いていたりもした時にある夜、ふっと何かが部屋に入ってくる気配がした。 내가 도쿄도 마치 다시의 아파트에서 방 안에 관엽 식물 등 습기가 높아지는 것을 용기에 물을 넣어두고 있기도했을 때 어느 날 밤 문득 무언가가 방에 들어오는 기척이 들었다. 私は布団に寝ていたが、いきなり両手を押さえつけられた感じがした。 나는 이불에 누워 있었지만, 갑자기 양손을 짓 눌린 느낌이 들었다. でも、その時は何も見えなかった。 하지만 그때는 아무것도 보이지 않았다. そのうち、その何者かは出て行ったのだろう、両手は自由になった。 그 중 그 누군가가 나간 것이다 양손은 자유롭게되었다. それで、湿気と関係があるのかなと思い、水やなんかを捨ててしまったら、二度とそういう事は起こらなかった。 그래서 습도와 관계가있는 것일까 생각 물이나 따위를 버리게되면 다시 그런 일은 일어나지 않았다. 


今、これを書いている時、外は雨が降っている。 지금이 글을 쓰고있을 때, 밖은 비가 내리고있다. 昨日は一日中雨だった。 어제는 하루 종일 비가이었다. こういう時こそこんな話、実話を書いてみたくなるのも心霊、幽霊は湿気を好むのかもしれない。 이런 때야 말로 이런 이야기 실화를 써보고 싶어지는 것도 심령 유령은 습기를 좋아하는지도 모른다. 


最初の実話は福岡県福岡市、もっと書けば早良区での話である。 첫 번째 실화는 후쿠오카 현 후쿠오카시 더 쓰면 사와 라구의 이야기이다. ほんとに私はそれまで幽霊を見なかった。 정말 내가 지금까지 귀신을 보지 않았다. 華厳の滝に行っても何も見えなかったし、何も感じなかった。 게곤의 폭포에 가서 아무것도 보이지 않았고, 아무것도 느끼지 않았다. 自殺の衝動にも駆られなかった。 자살 충동에 사로 않았다. 


初めて見てからは、その後、神社などに行くと拝殿のところで神霊と思われる人の姿を見たりするようにもなったのだが、最近は神社にも行かないので神霊を見ることもなくなった。 처음보고 나면 그 신사 등에 가서 배전 불구하고 신령 생각되는 사람의 모습을보고하도록이기도했지만, 최근에는 신사에 가지 않기 때문에 신령을 볼 수도 없어졌다 . 


又、機会があれば書いてみることにする。 또, 기회가 있으면 써보기로한다. 
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